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(社)群馬県トラック協会前橋支部　1月活動報告

「新春セミナー・新年互礼会」　開催
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①群馬県トラック協会HP

 →左下ﾎﾞﾀﾝ「支部情報」をｸﾘｯｸ

②支部情報画面→前橋支部

・右図の○がついたボタンを押す。

前橋支部HP(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)　開設案内及び内容紹介
◆新春ｾﾐﾅｰ開演の前に事務局より前橋支部HPの紹介を行った。以下

にﾊﾟｿｺﾝからｲﾝﾀｰﾈｯﾄに繋げて、支部HPへの入り方及び若干の内容を

説明します。今後は関係先等からの情報も順次掲載する予定です。

　※皆様からのご意見・お問合せを事務局までお寄せ下さい。

⇓

⇗

注1）windowsで説明
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰを立上げ
検索画面に「群馬県トラック協
会」と打ち検索。もしくは
http://www.gta.or.jpとｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰ
に入力しenterを押す。と右の群
馬県ﾄﾗｯｸ協会のHPが表示。

注2）前橋支部HPでは会員専用
ﾍﾟｰｼﾞのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞにJavaｽｸﾘﾌﾟﾄを
使用。「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝでJavaを
有効」にして下さい。

③前橋支部HPのﾄｯﾌﾟ画面　（各ﾎﾞﾀﾝを押して下さい）

↑上部ﾒﾆｭｰから別画面に入ります
↓左部の中央から下にかけて各委員会毎に
　　実施事業をまとめました

注3）会員専用ﾎﾞﾀﾝのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは後日支部会員様にご連絡します。

◆「特設ｺｰﾅｰ」には

各団体からの情報を

掲載していきます。

◆1月30日(月) マック・スクエアスワン（前橋商工会議所）に

て前橋支部「新春セミナー・新年互礼会」が開催された。当

日は月末間近にも係わらず100名以上のご参加を頂いた。

ｾﾐﾅｰでは講師に陸上自衛隊・第12旅団（相馬原駐屯地）

副旅団長、武藤正美様を迎え、「東日本大震災から学ぶ緊

急時の対応」を演題に講演戴いた。歯切れの良い語り口に聴講

者からも「いい内容だった」と大好評。講演の主な内容以下記載。

◆

・左は武藤副

旅 団 長 、 右

は熱心に聴く

参加者。

1）相馬原駐屯地の紹介

　・明治43年、天皇御料地を陸軍に払下げ、S16年前橋予備士　

　官学校、S21年米軍接収、S34年相馬原駐屯地、S37年第12師

　団、H13年第12旅団に改編（師団8000名から3500名に減少）

2）第12旅団の地政学的位置

　・ﾛｼｱ、中国、北朝鮮の太平洋侵攻に対する防御点となる日本

3）第12旅団の3・11発災直後の活動

　・宮城沖地震を想定し救援ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを10年前から実施した

　・本来塩釜～仙台北部で支援の予定だったが福島の原発に阻

　　まれ郡山駐屯地で人命救助活動展開。1週間で2600人救出。

4）国民保護法が想定する危機の区分

　①災害(自然・人為)②事故③事件(地下鉄ｻﾘﾝ等)④事態(侵攻)

5）福島県での危機対処で明らかになった国民保護法の課題

　・有事に日本の危機対処は機能するのか？

　・指定公共機関とのシナジー(共同・相乗)効果が発揮できない

　　（民間の危険地帯への乗りいれ拒否により孤立）

6）日本の危機対処を世界はどう見たか？

　・激増した空自のスクランブル。（日本に対する領空侵犯回数）

　　対中国機・前年比300％、対ロシア機・150％の増加。（右へ）

（左下から続く）

　・国産空母の運用を開始した中国

　・2012年の世界情勢（各国主導者の選挙等）

　・日本の舵取り、問われるﾄｯﾌﾟ手腕。日本復興に猶予なし

7）第12旅団が果たしてきた責任

　・H13.3月第12旅団改編（人が半減した途端に任務激増）

　・H16.10月新潟中越地震、H17.1月ｲﾝﾄﾞ洋大津波（初の海

外派遣）、H17.8月第20次UNDO派遣、H18.5月第10次ｲﾗｸ

復興、H19.7月新潟中越沖地震、H23.3月東日本大震災。

　・医療業務従事者とのｼﾅｼﾞｰ（足利日赤病院移転）

　・通信事業従事者とのｼﾅｼﾞｰ（NTT各社と共同防衛訓練）

終りに）首都圏地震に備え、危機対処において群馬県が果

たす役割は大きい。トラック協会への期待は更に大きい。

「新年互礼会」にも約100名の方が出席された
◆藤野支部長から「大勢の方からご参加戴

き感謝申し上げます。危機に直面し、志・絆

を持って仲間が互いに助け合うことの大事

さを改めて見直したい」と挨拶。続いて、中

島運輸支局長から、昨年の事故数内訳と

「ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰをどうやって無くす

か背景調査が重要」、また樺澤

前橋労基署長から「動物による

災害と運送事業者の労災特徴」、

群馬県交通安全協会・町田理

事長から「防衛なくして経済は成

り立たない」、県ト協・三浦会長

から「心新たに無事故を誓う。ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰを試して欲しい。

5割装着を目指したい」と、それぞれ挨拶された。

写真上は左から中島運輸支局長、樺澤前橋労

基署長、町田理事長、三浦会長、右は高木市長。
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